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　この頃は、スーパーのレジで金額をいわれ、「思った
より高いなあ」と感じることがしばしばです。そこで
気になるのが、かつて習ったエンゲル係数です。これ
は家計（消費支出）に占める食料費の割合であり、高
いと生活にゆとりがないとされます。総務省「家計調査」
で公表されており、埼玉県ホームページでは「さいた
ま市」の時系列データをみることができます。
　さて、そのエンゲル係数ですが、2024年、わが国で
は28.3％と1981年以来43年振りの高さとなりました。
さいたま市でも上昇傾向を辿り、特に過去1年は大幅
に上がりました（図表 1）。エンゲル係数の上昇要因と
いうと、人口動態の高齢化や賃金の伸び悩み、物価上
昇などが挙げられます。
　まず、高齢化が押し上げ要因であることは、「2人以
上世帯（全体）」のエンゲル係数が「同（勤労者）」を
一貫して上回っている点から説明できます。世帯主の
平均年齢は、前者が60歳前後で後者が50歳前後となっ
ていて、収入が下がるリタイヤ層を多く含む方が係数
は高いというわけです。賃金に関しては、2025年春闘
の賃上げ率が5.25％と 34年振りの大きさとなるなど、
むしろエンゲル係数を下げる方向に寄与しています。
　物価上昇に関しては、品目別に掘り下げてみましょ
う（以下の計数は、各年の8月の後方12か月移動平均
を基に計算）。さいたま市の2人以上世帯（全体）にお
ける食料支出は、過去1年間で＋9.5％増加しましたが、
品目別の寄与度をみると「外食」が＋3.9％ポイントと

圧倒的に大きくなっています。これは、原材料仕入れ
価格の上昇分に加えて、人件費の増加分も価格転嫁さ
れているためであると考えられます。2番目の寄与は「穀
類」の＋1.8％ポイントであり、米価上昇の影響を如実
に表しています（図表 2）。
　ところで長期的にみますと、高齢化という人口動態
の変化のほかに、私たちの食に関する行動の変化もエ
ンゲル係数を押し上げていることがわかります。20年
前（2005年）と現在を比べてみますと、食料支出は
+28.3％増加しており、その品目別寄与度の上位3品目
は「調理食品」、「外食」、「菓子類」となっています。次に、
この3品目が食料支出に占める構成比の20年間の変化
をみますと、外食は昔も今も2割前後で大きな変化は
ありませんが、調理食品と菓子類の構成比は明確に上
昇しています（それぞれ、+2.9％ポイント、+1.9％ポイ
ント）。調理食品の寄与度と構成比の上昇は、女性の労
働参加が拡大し、家事の担い手や料理にかける手間ひ
まが変化したことを物語っています。また、菓子類の
構成比上昇の背景は様々でしょうが、コンビニやドラッ
グストアで手軽に買えるようになったことや、「スイー
ツ」という言葉が一般化したことは要因としてカウン
トできると思います（図表 3）。
　このように、エンゲル係数の推移は私たちの行動の
変化を映している面が多々あり、良くも悪くもわが身
を振り返るきっかけになるようです。ちなみに、過去
20年間で調理食品と菓子類の支出割合が上昇した裏で、
魚介類と野菜・海藻の構成比は下がりました。なかな
か難しい問題を突きつけられた気がします。
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図表 1. さいたま市のエンゲル係数の推移（後方 12 か月移動平均）

図表２. 食料支出の変化（%）

　少し味見するだけのつもりだったが、カリカリ、ポリポリが止まらなくなっ

てしまった。「パスタスナック」は、2001年に三州製菓株式会社（春日部市）

が発売して以来ヒットし続けるおしゃれなスナックだ。一番人気のトマトの

ほか、ソルト、チーズなど 8 種類を定番に、「大宮ナポリタン」や季節限定

の味を展開している。どれもしっかりとその味がする。

　三州製菓は、1950 年（昭和 25 年）に初代・

斉之平勇雄さんによって設立された煎餅・あら

れの製販会社である。「三州」という社名は、勇

雄さんの出身地である鹿児島県の旧藩主・島津

の殿様が、薩摩・大隅・日向に跨る藩領を「三州」

と呼んでいたことに由来する。以来、二代目の

伸一さん、現社長の一隆さんと、独自の製造機

械を用いて個性的な煎餅を作り続けてきた。パ

スタスナックの原料は、デュラムセモリナの本格パスタという「洋」の素材

だが、実のところ、煎餅作りという「和」の技法の蓄積がなければ作れない。

カリッと風味豊かに仕上げるためには、揚げ煎餅作りの米油を扱う技が必要

だからだ。

　創業者の孫である一隆現社長は 2021 年に就任。大学

卒業後、20代後半で当社に入るまではサントリーで働い

た。サントリーといえば「やってみなはれ」の社風が有

名であり、革新的なことに挑み続けるという精神は、三

州製菓に転じてからも大事にしているという。オンライ

ン販売の拡大に成功した後、2026 年からはグループ会

社を統合して高級洋菓子の製造販売を本格化する。革新

的な味のパスタスナックを投入し続けてくれる

ことにも期待したい。

( 資料 ) 埼玉県・家計調査結果 （注）各年の値は 8 月の後方 12 か月移動平均
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2024 年 → 2025 年

品目別寄与度

外食 +3.9、穀類 +1.8、菓子類 +0.7

調理食品 +7.0、外食 +5.1、菓子類 +4.4

食料支出の
増減率

2005 年 → 2025 年

+9.5

+28.3

調 理 食 品

外 食

菓 子 類

11.9  →  14.7（+ 2.9）

21.0  →  20.3（▲0.6）

  6.7  →     8.7（+ 1.9）

図表３. 
調理食品、外食、菓子類の
構成比の変化

（2005 年→ 2025 年、%）
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